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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

奥
鬼
怒
ス
ー
パ
ー
林
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
八
年
七
月
二
十
二
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

福 
田 

 

一 

殿 

 

提 

出 

者 
 

小 

川 

国 

彦 

 

一 

 



 

特
定
森
林
地
域
開
発
林
道
・
奥
鬼
怒
線(

い
わ
ゆ
る
「
奥
鬼
怒
ス
ー
パ
ー
林
道
」
以
下
「
奥
鬼
怒
林
道
」
と
い
う
。
）

は
、
奥
日
光
の
光
徳(
日
光
市)

か
ら
奥
鬼
怒
地
域(

栗
山
村)

を
経
て
尾
瀬
の
大
清
水(

片
品
村)

に
ぬ
け
る
林
道
と 

し
て
計
画
さ
れ
、
当
初
は
観
光
も
目
的
と
し
て
い
た
が
、
本
林
道
が
、
国
立
公
園
特
別
保
護
地
区
に
あ
る
高
層
湿

原
の
鬼
怒
沼
附
近
を
通
過
す
る
こ
と
か
ら
、
自
然
保
護
団
体
の
反
対
運
動
に
よ
り
、
奥
鬼
怒
の
八
丁
の
湯
（
栗
山

村
）
以
降
の
路
線
の
変
更
が
問
題
と
な
り
、
と
り
あ
え
ず
、
日
光
市
光
徳
よ
り
八
丁
の
湯
ま
で
の
改
良
、
新
設
工

事
が
昭
和
四
十
六
年
よ
り
実
施
さ
れ
、
八
丁
の
湯
か
ら
大
清
水
に
至
る
路
線
に
つ
い
て
は
未
定
と
な
つ
て
い
た
。 

昭
和
五
十
五
年
に
、
鯨
岡
環
境
庁
長
官(

当
時)
の
裁
定
に
よ
り
、
観
光
目
的
を
排
除
し
、
林
業
専
用
・
治
山
専

用
の
林
道
と
し
て
、
路
線
も
変
更
さ
れ
、
環
境
庁
・
林
野
庁
・
森
林
開
発
公
団
の
三
者
で
、
延
長
部
分
の
開
設
に

つ
い
て
の
合
意
が
な
さ
れ
た
。 

奥
鬼
怒
ス
ー
パ
ー
林
道
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

奥
鬼
怒
地
域
は
、
我
国
の
最
高
位
の
高
層
湿
原
で
あ
る
鬼
怒
沼
を
中
心
に
、
シ
ラ
ベ
・
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
・
ブ 

 

ナ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
亜
高
山
帯
樹
林
と
し
て
特
に
す
ぐ
れ
た
原
生
林
に
恵
ま
れ
、
野
鳥
・
昆
虫
・
草
木
等
の
貴

重
な
野
生
動
植
物
の
生
息
す
る
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
。 

八
丁
の
湯
ま
で
の
工
事
は
昨
年
ま
で
に
ほ
ぼ
完
成
し
、
崩
壊
箇
所
の
補
修
工
事
を
残
す
の
み
と
な
つ
た
の
で
、

本
年
四
月
、
森
林
開
発
公
団
は
、
自
然
公
園
法
に
よ
る
協
議
書
を
提
出
し
、
七
月
四
日
、
環
境
庁
は
、
附
帯
条
件

を
つ
け
て
こ
れ
に
同
意
し
、
八
月
に
も
、
八
丁
の
湯
か
ら
大
清
水
に
至
る
十
六
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
延
長
工
事

の
着
工
が
予
想
さ
れ
る
。 

奥
鬼
怒
林
道
が
開
設
さ
れ
、
原
生
林
の
伐
採
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
特
別
保
護
地
区
に
あ
る
鬼
怒
沼
の

自
然
は
消
滅
し
、
周
辺
の
自
然
環
境
も
破
壊
さ
れ
、
貴
重
な
緑
資
源
を
失
う
ば
か
り
で
な
く
、
森
林
の
崩
壊
と
土

石
流
の
発
生
に
よ
り
、
地
元
に
多
大
の
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
多
分
に
あ
る
。 

従
つ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

三 

森
林
開
発
の
メ
リ
ッ
ト
が
極
め
て
低
く
、
自
然
破
壊
を
惹
き
起
こ
す
恐
れ
さ
え
あ
る
奥
鬼
怒
林
道
に
、
六
十 

一 
自
然
環
境
と
緑
資
源
の
保
全
は
国
民
の
希
求
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
緑
の
国
造
り
は
中
曽
根
総
理
も
国
民
運

動
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
。 

二 

奥
鬼
怒
地
域
は
、
森
林
開
発
を
行
つ
て
も
採
算
上
も
問
題
が
あ
り
、
か
え
つ
て
、
昨
夏
の
南
ア
ル
プ
ス
ス
ー

パ
ー
林
道
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
大
自
然
破
壊
を
惹
き
起
こ
す
恐
れ
が
あ
る
。 

目
先
の
利
益
に
と
ら
わ
れ
ず
、
国
家
百
年
の
大
計
の
見
地
か
ら
、
奥
鬼
怒
地
域
の
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。 

国
土
の
保
全
、
水
資
源
の
涵
養
あ
る
い
は
自
然
環
境
の
保
全
、
形
成
等
極
め
て
多
方
面
の
公
益
的
な
機
能
を

果
し
て
い
る
亜
高
山
帯
の
天
然
林
を
破
壊
す
る
こ
と
は
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
損
失
で
あ
る
。 

奥
鬼
怒
地
域
に
お
け
る
森
林
開
発
を
と
り
や
め
る
考
え
は
な
い
か
。 

総
理
の
所
見
及
び
環
境
庁
・
林
野
庁
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
を
た
だ
し
た
い
。 

五 

 



 

四 

ス
ー
パ
ー
林
道
（
特
定
森
林
地
域
開
発
林
道
）
は
、
森
林
開
発
公
団
法
第
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
二
の
「
…

…
そ
の
事
業
に
よ
る
受
益
の
範
囲
が
著
し
く
広
く
、
か
つ
、
そ
の
事
業
の
施
行
が
当
該
地
域
に
お
け
る
林
業
以

外
の
産
業
の
振
興
の
見
地
か
ら
相
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
施
行
す
る
」
に
基
づ
き
認
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。 

し
か
し
、
さ
き
の
三
者
合
意
に
よ
れ
ば
、
延
長
部
分
に
つ
い
て
は
、「
森
林
の
開
発
を
主
た
る
目
的
と
す
る
と

と
も
に
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
の
改
善
、
災
害
防
止
等
を
も
図
る
た
め
開
設
す
る
も
の
」
と
さ
れ
、「
林
業
以

外
の
産
業
の
振
興
の
見
地
」
が
排
除
さ
れ
て
い
る
。 

九
億
円
も
の
巨
費
を
投
入
す
る
こ
と
は
、
財
政
逼
迫
の
折
か
ら
、
国
費
の
浪
費
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
う
が
ど 

 

う
か
。 

と
す
れ
ば
、
奥
鬼
怒
林
道
は
、
森
林
開
発
公
団
法
に
基
づ
く
ス
ー
パ
ー
林
道
と
し
て
の
適
格
性
を
欠
く
と
判

断
さ
れ
る
が
ど
う
か
。 

六 

 



 

五 
ス
ー
パ
ー
林
道
事
業
の
採
択
基
準
は
、「
当
該
路
線
に
か
か
る
利
用
区
域
の
森
林
面
積
が
お
お
む
ね
一
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
以
上
で
あ
る
こ
と
」
、
「
未
開
発
林
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
」
、
「
投
資
効
果
が
多
い
こ
と
」
等
で
あ

る
が
、
群
馬
県
側
の
国
有
林(

約
六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
、
民
有
林(

約
七
百
ヘ
ク
タ
ー
ル)

と
も
、
既
に
林
道
が
開

設
さ
れ
、
伐
採
済
み
で
あ
り
、
栃
木
県
側
の
国
有
林(

約
七
千
百
ヘ
ク
タ
ー
ル)

も
昭
和
二
十
八
年
よ
り
森
林
開

発
が
進
め
ら
れ
、
主
要
部
分
の
黒
沢
団
地
は
、
昭
和
四
十
七
年
ま
で
に
伐
採
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
残
さ
れ
た
未
開

発
林
の
う
ち
、
利
用
可
能
な
森
林
面
積
は
三
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
で
あ
る
。 

六 

昨
年
十
二
月
十
三
日
に
、
地
元
の
奥
鬼
怒
四
湯
組
合
は
、
栃
木
県
栗
山
村
村
長
と
同
議
会
あ
て
に
、「
現
在
進

行
中
の
専
用
林
道
で
は
地
元
へ
の
貢
献
は
少
な
く
、
む
し
ろ
交
通
安
全
な
ど
の
面
で
大
き
な
問
題
が
あ
り
、
未

着
工
部
分
の
建
設
は
見
送
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
陳
情
書
を
提
出
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

採
算
上
に
も
問
題
が
あ
り
、
採
択
基
準
に
合
致
し
な
い
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。 

地
元
の
反
対
に
つ
い
て
ど
う
思
う
か
。 

七 

 



 

八 

ス
ー
パ
ー
林
道
の
幅
員
は
四
・
六
メ
ー
ト
ル
と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
将
来
の
車
両
通
行
の
増
大
に
そ
な
え
て
」

と
い
う
名
目
で
、
昭
和
四
十
六
年
よ
り
、
一
般
道
路
並
の
七
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
す
る
工
事
が
同
時
合
併
施
工
と

し
て
実
施
さ
れ
、
そ
の
区
間
は
既
設
林
道
部
分
（
三
十
一
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
三
分
の
一
に
及
ん
で
い
る
。 

七 
林
野
庁
は
、
奥
鬼
怒
林
道
に
よ
る
森
林
開
発
に
あ
た
り
、「
択
伐
を
行
う
の
で
支
線
林
道
の
路
網
密
度
は
増
え

る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
い
う
が
、
地
勢
等
の
地
理
的
条
件
が
極
め
て
悪
い
奥
鬼
怒
地
域
に
お
い
て
、
支
線
を
含

め
た
路
網
密
度
を
増
や
し
、
森
林
の
伐
採
を
強
行
す
れ
ば
、「
林
業
と
治
山
の
た
め
の
林
道
」
が
「
自
然
破
壊
と

災
害
復
旧
の
た
め
の
林
道
」
と
な
り
、
自
然
破
壊
が
促
進
さ
れ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

こ
の
こ
と
は
、「
林
道
」
に
名
を
借
り
て
観
光
バ
ス
の
自
由
な
往
来
の
た
め
に
大
規
模
な
観
光
道
路
（
七
メ
ー

ト
ル
）
を
建
設
し
、
自
然
破
壊
の
範
囲
を
拡
大
し
て
い
る
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
。 

国
庫
補
助
に
便
乗
し
て
一
般
道
路
を
開
設
す
る
行
為
は
、
国
庫
補
助
林
道
と
し
て
の
補
助
目
的
を
逸
脱
す
る

も
の
と
思
う
が
ど
う
か
。 

八 

 



 

 

九 

こ
の
よ
う
な
林
業
行
政
の
本
旨
を
逸
脱
し
た
道
路
建
設
は
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。
。 


